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青森県教育委員会

教育長　和嶋　延寿　様
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２０１８年度　養護教員部要求書
青森県の教育向上のために、日々ご尽力・ご配慮されていることに敬意を表します。
また、常日頃より養護教員部の活動に、ご理解とご協力をいただいていることに感謝いたします。
学校現場ではより良い教育をめざして創意工夫をしながら、日々努力を重ね奮闘しているところです。しかし、工夫と努力だけではどうすることも出来ない状況があります。

私たち養護教員部では、子どもたちのこころとからだの健やかな成長発達が守られ、学びがいのある学校づくりをめざしています。養護教諭としての職務を十分に遂行するため、条件整備について次の事項を要求します。

記

１　全ての学校に正規の養護教諭を配置すること。当面、養護教諭の配置は、文部科学省で示している３学級以上にすること。

２　在籍５００人以上の学校には、養護教諭を複数配置にすること。また、国にさらに強く要求すること。

３　教育困難校や保健室での特別な関わりを必要とする児童生徒がいる学校へは、在籍数にかかわらず複数配置にすること。

４　在籍数５００人以上の学校や教育困難校には、４～７月の繁忙期だけでも保健室に補助者を配置すること。

５　養護教諭に妊娠が判明した場合には、加配または補助者の配置をすること。
６　子どものいのちを守り健康を保障するために、以下のようにすること。
　①　学校でのフッ化物洗口の集団実施は行わないこと。
　②　中体連の各競技に精通した医療スタッフを配置すること。
